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AUVを用いた海底電磁探査

後藤忠徳・今村尚人・三ケ田均・武川順一（京都大学）
佐柳敬造・原田誠（東海大学）
笠谷貴史・多田訓子・澤隆雄（JAMSTEC）
松田滋夫（クローバテック(株)）

• AUVを用いた海底電磁探査：
数値計算によるFeasibility Study
→ 熱水鉱床の厚さなどの情報抽出の可能性

• ROVを用いた海底電気探査（予備調査）
→ 熱水鉱床域で電気比抵抗異常

および充電率異常を観測

関連航海： KR08-10

KR09-16

KR11-02

Summary of today’s talk

• 以上の知見に基づいて本年12月
にAUV「うらしま」を用いて、

伊豆小笠原ベヨネース海丘にお
ける世界初のAUVを用いた海底
電磁探査を実施予定。

Proposal: CSEM survey with AUV Feasibility: 2.5 D numerical simulation

• The numerical results predict that depth changes of SMS
(0-40m) make slight variation of received electric field.
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Feasibility: 2.5 D numerical simulation

• In case of 0m depth (SMS is exposed to the seafloor),
max. Ey decrease =20%, and max. Hx decrease = 55%.

• Hz change (15%) is relatively smaller than Hx.
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なぜ熱水鉱床が受信磁場でよく見えるのか？
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海底熱水鉱床モデル（沖縄海域） 海底熱水鉱床モデル（沖縄海域）

◎太平洋海底において
送受信試験を実施

◎伊豆・小笠原海域にて
実際に探査を行った。

ROVで人工電流送信
＋ROVで受信

→海底下浅部（～5m）

海底電位差計（OBE）で受信
→海底下深部（～100m）

ROVを用いた予備的実験・調査 伊豆・小笠原ベヨネース海丘での海域試験

「かいれい」KR11-02
航海

2011年1月25日～2月2日

（1潜航）

明神礁

1.8km

調査船「かいれ

独立型海底電位差計
・受信4ch ＋傾斜計、方位計

・小型（50cm四方x高さ
30cm）

・レンジ＝10mV、24bit A/D

・4Hzサンプリング

・海底で1～2週間連続動作

ROVかいこう7000II 第499潜航

受信電極
（合計8本）

独立型OBE（2台）

リアルタイム型
送受信器 記録部電極x5

ROVホーマ

50cm

送信電極（＋）
（－）はROV後方に取付
ダイポール長は約4m

電気探査の受信波形例（ベヨネース）

送受信波形の比較

6.25秒ごとにプラス→ゼロ→マイナス→ゼロVと送信

受信波形は立ち上がり時になまる→ IP効果

5A（送信電流：緑色）

40mV（受信電位：赤） 10秒間
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熱水鉱床域での比抵抗マッピング（平面図）

全体に通常の堆積物より低い値（＜0.46Ωm）
※精度は0.002Ωm程度(0.5%)

熱水鉱床域でのIPマッピング（平面図）

・先の低比抵抗地域は、IPは大きめ
・中央の比抵抗の高めな

• AUVを用いた海底電磁探査について
数値計算によりその可能性を議論
→ 特に磁場での受信が有効

• 予備調査としてROVを用いた海底電気探査を伊豆小

笠原ベヨネース海丘（「白嶺鉱床」）で実施し、熱
水鉱床に関連すると思われる異常を検出

• 今年度（12月）、AUVうらしまを用いて、ベヨネー
ス海丘にて実際のAUV電磁探査を行う予定である。

関連航海： KR08-10

KR09-16

KR11-02

まとめ

JOGMECによる浅層掘削(BMS)の
結果と調和的であり、

有効な手法であると考えられる。


